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顎前突症 ハプスブルグ顎
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まえがき

前編 (40巻 11号 )では肖像と伝記からハプス
ブルグ家の人々に見られる「ハプスブルグ顎Jに
ついて述べたが,今回は肖像が果たして実像を忠
実に写生しているかどうかについて考察するとと

もに,医学的見地からみた「ハプスブルグ顎」に
ついても略述する。

II.ハプスブルグ顎の医学

今では下顎前突症が遺伝的疾患であることはよ

く知られている。ことに,ハ プスブルグ家が戦争
によらず婚姻による王権の拡大を家訓としたた

め,こ の遺伝子はスペインとォーストリアのハプ
スブルグ家に止まらずイギリスの王家,イ タリア

のメジチ家,フ ランスのルイ王朝と全欧に拡がっ
たのである2つ。メンデルの法則が一般に認められ

るようになるのは 19世紀末であるが,「ハプスプ
ルグ顎Jと ぃう呼称の流布は,本症が遺伝学で体
系づけられるのを待つまでもなく世間が遺伝の実

際を認めて生まれた言葉であろう。

遺伝学的には硬組織の遺伝疾患は優性遺伝が多

く,肖像から見た「ハプスブルグ顎」は真性下顎
前突症でアングル分類 HIの優性遺伝と言われて
いる。他方で,女性の肖像に「ハプスブルグ顎J
が少ないことから男性に強く現れる遺伝形式であ

るとするものなどもあり",必ずしも統一的見解
に達していないのが現状のようで,ハ プスブルグ
家の下顎前突症は常染色体性優性遺伝とする説が

多いものの,下顎前突症は単一劣性遺伝の傾向も
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常染色体性優性遺伝

下顎前突症 とハプスブルグ家 (II)十

あるとする説もある・ ″。20ヽ

また,従来から「ハプスブルグ顎」の患者に合
併した所見として,大 きく突出した下顎の他に,
大きく隆起した鷲鼻,厚 く垂れ下がった下唇,llR
球突出,下眼瞼の外反,偏平な頼骨部,後退した
前頭部などが肖像画から指摘されており,「ハプ

スブルグ顎」はこれらの特徴的顔貌の総称として

も使われている。他方,Winterら はその著書
「Multiple COngenital Anomalies」 で下顎突出を

合併する 60疾患を挙げており,そ の中でこれら
の特徴的顔貌を伴う下顎突出を「ハプスブルグ症

候群Jと呼んでいる2023、

この他にハプスブルグ家では痛風,喘息,癒
盾,メ ランコリー,発狂,梅毒などの疾患も受け
継がれている。これに血縁間での結婚が繰 り返さ

れてきたことが一層拍車をかけており,近親結婚
の繰り返しは生物学的に個体の弱体化をすすめ,
スペイン・ハプスブルグ家がカルロスニ世で断絶
したのもこのためであろう。「ハプスブルグ顎」
とは関係ないが天然痘や腸チフスがハプスブルグ

家に大きな災いをもたらしたことも付け加えてお

く。

lH.考  察

本稿では画集やハプスブルグ家関係の書籍に掲

載されている肖像画の写真を資料として「ハプス

ブルグ顎Jを追究したが,肖像や彫像がどこまで
実像を正しく表現しているか不安がないわけでは

ない。中でも女性の肖像に「ハプスブルグ顎」が

少なかったのが気にかかる。

「ハプスブルグ顎」が肖像にはっきり登場する

のはテッツァーノのカール五世からであるが, こ

れについては 16世紀になると芸術表現をリアリ

哉
*雄波難

「下顎前突症とハプスブルグ家 (2)」

(形成外科 40(12)199712、 難波雄哉著、克誠堂出版 )

長崎大学形成外科 岩尾敦彦 医局長
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図 I11 カール五世の彫像 (デ ィッシュラー作)
下顎が大きく前突しているのが但1貌でよく分か

る。
「ウィーン美術史美術館 (ス カラ/みすず美術館

シリーズ)」 より

ズムが支配するようになった結果として妥協やヘ

つらいがなくなり,以前にははばかられた王の特

異な顔貌がありのままに表現されるようになった

ためと,すべての美術評論家は解説している。確

かに,こ れは 16世紀以降になって王家の肖像に

「ハプスブルグ顎」が出てきた理由の一つではあ

るかもしれない。しかし,当時の宮廷画家が果た

して堂々と王や女性の肖像をあるがままに描いた

であろうか。宮廷画家の地位を維持することには

生活と名誉がかかつている。この地位は芸術と心

中して簡単に失ってよいものではないcテ ッツァ

ーノの場合でも確かにカール五世の大きく突出し

た下顎を描いてはいるが,同時に堂々とした王の

貫隷を遺憾なく描ききつている。カール五世の実

像は不明であるが,ウ ィーンの美術史美術館にあ

るヨハヒム・ディッシュラーのカーブレ五世の側面

像 (図 II-1)で は口が閉じないほどの顎の突出

で, これが実像に近いとすればテッツアーノの肖

像画 (図 Ⅱ 2)は許されるギリギリまで修正した

「ハプスブルグ顎Jと いうことができる。まった

く「ハプスブルグ顎」を消してしまっては嘘にな

る,こ のあたりがよい線でしかも威厳に満ちた王

難 it昨哉   影蒙外科 10巻 12号

図 II-2 カール五世 (テ ッツァーノ画)

下顎は出ているが,勇 ましい王の勇姿として描
かオtて いる。

「ハプスブルグ家と芸術家たちJよ り

として描 くことによって埋め合わせているのでは

ないか。下顎が大きく出ていても, とでも「顎の

おばけJや 「まぬけ顔Jに は見えない。カール五

世に信頼され 20年にわたって親交を重ねた理由

はこのあたりにあるのではと筆者は考えている。

このことはベラスケスについても言えること

で,ベラスケスは対象を形からその内面までも見

きわめ,人間の場合では心理状態までも正確に表

現すると言われた画家で,モ ネをして「画家の中

t~画家」と言わしめたほどである。ベラスケスの

フェリーベコ世の肖像画 (図 I13,4)は 厚い下

唇とともに大きく突き出た顎,隆起した釣鼻,外

反気味の下眼瞼など「ハプスブルグ顎Jに 伴う特

徴的顔貌を見事に描き出している。美術評論家は

ベラスケスが真実を曲げたり美化することも工に

おもねることもなくありのままを表現して,その

中に威厳と風格を感じさせる作品にしていること

を絶賛している。この場合もフェリーペ四世の実

像は不明であるが,ベ ラスケスと言えどもありの

ままを描いているとは考えられない。許される限

度内で特徴的な顔貌を表現し,王のその時々の心

理状態から時に明るく時にメランコリックに描い

ているのではないか。

著作権に基づき提供された複写物です。著作権者等の許諸がなければ、掲載・配信等ができない場合があります。国立国会図書館
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図 I13 50歳のフェリーペ四世 (ベ ラスクス画 )
「ハプスブルグ顎」の特徴的顔貌はよくでてい
るが,当時の内外の情勢を反映してか,表情は暗
し)。

「BBSギ ャラリー世界の巨匠ベラスケス」より

ベラスケスは夭逝した王子バルタサール・カル

ロスを好んで描き,い まだ「ハプスブルグ顎」が

現われていない幼年燿の王子を明るく明日への希

望を感 じさせる作品に仕上げている (図 I15)。

このことは彼が当時の宮廷に集められていた道化

人,休儒 l)15ヽ 不具者などを好んで描いているの
と通ずるものがあると筆者は考えている。これら

はすべては絵画や美の対象とは考えられなかった

ものであるだけに,ベラスケスのリアリズムであ
るとか人生哲学云々の評もあるが筆者は別の見方

をしてぃる。すなわち,宮廷画家としてのベラス
ケスとしては,「ハプスブルグ顎」をもつ王家の

人々の肖像をありのままに描くには大きな遠慮が

あり,表現を抑+:す るには芸術家としての心の葛
藤があっただけに,保儒などの醜さをあるがまま
に描 くことに,あ る種の解放感を味わったのでは
ないかと推測するのである。このことは健康で明

るいカルロス王子を好んで描いたことにも通じ,

醜さにしても美しさにしても,あ りのままが描け
る点で王子や休儒を好んで糖いたのではないかと
いうことである。

絵画であれ彫像であれ実像がありのままに表現
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図 114 フェリーベ四世 (ベ ラスケス画 )
ベラスクスによるフェリーペ四離の肖像画は多
いが,い ずれも「ハプスブルグ顎」の特徴 LI・・顔貌
とその折々の表情が巧みに描かれている。
「BBSギ ャラリー世界の巨llFベ ラスケス」より

図 II-5 バルタサール・

(ベラスケス画)
「アサヒグラフ別冊美術特集
スケスJよ り

されているとは限らないので,

ルグ顎Jがある場合は「ある」
い場 合 は「な いJと は限 ら

カルロスI~子

(・Ltl洋編 18)ベ ラ

肖像に「ハプスブ

とみてよいが,な
な い。カ ー ル 六
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図 I16 レオポルデーネ
ブラジル皇帝ベドロー世王妃。フェルディナン

トー世の妹。この肖像画では特別のことはない。
「ハプスブルグの女たらJよ り

世●1'2つ のように肖像画によって「あるJも のと

判断が困難なものがある例では「ある」とみてよ

いと考えている。

また,肖像と伝記が異なる場合は伝記に信を置
きたい。ォーストリア皇帝フランツ・コーゼフー

世の弟でメキシヨ皇帝となり後に銃殺されたマク

シミリアン2の は肖像で見る限り正常であるが,

マクシミリアンにベルギー三女シャルロッテが嫁

ぐとき,ビクトリヤ女王が「あんな顎と口もとの
おかしい男と結婚しなくてもJと言ったという話

があるところをみると,お よその見当がつくとい

うものである°
13)。
肖像で異常がない皇帝フラン

ツニ世2)(ォ _ス トリア皇帝としては一 L)の皇
女でブラジル国王の王妃となったレオポルデーネ

は下唇が厚く顔貌に劣等感をもっていたと言われ

ているが肖像画 (図 Ⅱ 6)で は特別のことはな
い
'10。
また,マ リア・テレジアの皇女でルイ十六

世の王妃となったマリー・アントワネットは,肖

像 (図 H7)で は顎にも下唇にも前突傾向は認め
られないが,革命画家として有名なジャック・ル

イ・ダヴィドの素描 (図 H8)で は,は っきりと
下唇下顎が出ている。処刑直前ということもあっ

て遠慮の必要がなかったのであろう。

難波雄哉   形成外牟!40巻 12号

図 I17 マリー・アントワネットの像
フランスよリマリー・アントワネットの母であ

るウィーンのマリア・テレジアに贈られたもので

ある。

「ウィーン美術史美術館 (ス カラ/みすず美術館

5)Jよ り

図 II-8 マリー・アントワネットの素描
(ダビィド画)

処刑直前のもので下顎の突出が描かれている。

「図説ハプスブルグ帝国Jよ り

伝記の場合は対象が眼前にいないとか,す でに

過去の人になっているなどで肖像画よりも書きや

すいかもしれないが,や はり表現に気をつかつた

著作権に基づき提供された複写物です。著作権者等の許諾がなければ、掲載・配信等ができない場合があります。国立国会図書館



図 I19 フェルディナントー̂世
下唇が厚く出ている位は,特別のことはない。

「ハプスブルグ帝国衰亡史」より

ことは考えられる。たとえ|ま フリードリッヒ三世

は歯並びが悪 く食物を噛まず :こ丸呑みしていたた

め常に胃炎を患っていたとか,マ クシミリアンー
世は顎の骨格に器質:,欠詢

=が
あったなどの記事は

下顎前突に違なるもらを推
「
1さ せる4)つ。

「ハプスブルグ豪1と 主んで
~ハ
ブスブルグの

下唇Jと いう言葉がある。フェルディナントー世
は肖像画 (図 I19)では厚い下唇が描かれた「′ヽ
プスブルグの下唇」である。カール六世の皇女で

あるマリア・テレジアは,そ の多くの肖像面にお
いては下顎の突出は見られないが (図 I110),中
には下唇が厚 く描かれたものもあるl")la2● 。 F顎
前突に合併して下唇が出るのはよく分かるが, ド
顎前突がなくて下唇が厚いだけの肖像画も多い。

突出した下唇は独立した症状の一つとされてはい

るが,中には下顎前突を厚い下唇でごまかした肖
像画もあるような気がする。
ハプスブルグ家の血を継 ぐ女性で,「ハプスブ
ルグ顎Jがはっきりと肖像に描かれているのは,
カルロス四世の王妃マリア・ルイサ (図 Ⅱ ll)と
その姉ホセファであるが,強 いて言えば前編で述
べたカール五世の妹であるマリア (図 H12)と
マルガリータ (図 H13), さらにはマルガリータ
の腹違いの姉であるマリア・テレーサ (図 H14)
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図 I110 マリア・テレジア (メ ラー画 1727年 )
10歳時の間像画。20年間に 16人 の子を産み,
その問,政治,軍事を牛耳る女市となり「国母」
と呼ばれた。これでは「ハプスブルグ顎」の特徴
はまったくみらオしない。

1ハ プスブルグ家の人々」より

図 I111 マツヽ風のファッションを身につけたIF
妃 (48歳 ),マ リア・ルイサ。
「ビジュアル美術館 lo巻,ゴ ヤ」より

にわずかにその傾 1角がうかがぇる程度である。つ

まり,女性に「ハプスブルグ顎」の肖像がないの
は本症の遺伝形式が男に強く現オlる ためか,作者



著作権に基づき提供された複写物です。著作権者等の許諾がなければ、掲載・配信等ができない場合があります。国立国会図書館
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図 11■ 2 マリア

図 I113 10歳 時のマルガリータ
(ベ ラスケス画)

が女性に気をつかっているためかのどちらかであ

るが,後者であるとすれば男の場合を含め肖像画
が必ずしも実像どおりでない証拠となる。

本症が常染色体性優性遺伝であるとすれば性差

がなく各世代の 1/2に 発症するので,た またま発

症しない者があっても不思議はないが代々にわた

って女性だけに現れないということは考えられな

難波壁哉   形成外牟140巻 12号

図 I114 工女マリア・テレーサ (ベ ラスケス画)
フェリーベ|コ世のI女。マルガリータの腹違い

のlllll。 こυD肖像画はフェリーペ四世よリウィーン

のフェルディナント
=lLに
員曽られたもの。下‖民瞼

の外反,平な頼骨部,やや大きい下顎に「ハプス
ブルグ顎Jがうかがえる。
「BBSギ ャラリー世界の巨匠ベラスケス」より

い。16世紀以後の男性の肖像画では程度を押さ

えるということはあっても,あ るものをないよう

に描くことは少なかつたと思われるが,女性の場

合ではとくに気をつかって「ハプスブルグ顎」の

表現をさけたようである。しかし,筆者が接した

限りのハプスブルグ関係の著述では,医学的文献

を含めてこの点を考察しているものはなぜか皆無

であった。
「′ヽプスブルグ顎Jと 言えばカール五世が有名

である。こ1■ はカール五世の下顎が歴代ハプスブ

ルグ家の中でとくに高度であったことが考えられ

る。カールと弟のフェルディナント,両親と祖父

のマクシミリアンー世などを描いた有名 (よ く用

いられる)な ス トリーゲルの肖像画 (図 I115)

がある。これを見るとフェルディナントの顎も長

いしマクシミリアンー世の下唇も出ている。しか

しカールの下顎は前二者に比べてさらに大きく突

出している。この絵から言えることは, それぞれ

の下顎の実像が表現されているかどうかは分から

ないが,登場人物の下顎の大きさと突出の程度が



1997年 12月   下顎1礫症とハプスプルグ家 (II)

図 II-15 マクシミリアンー世の家族図
(ス トリーゲル画)

前列中央がカール五世,左がフェルディナント
ー世。いずれも下顎が長いも後列左がマクシミリ
アンー世,大 きな鷺鼻と下唇の突ユ|がある。後列
中央の積顔がフィリップ美公で「/ヽ プスブルグ
顎Jは見られない。
「ウィーン美術史美術館 (ス カラ/みすず美術館
シリーズ)」 より

書」引されているとしても順位は信じるに値するの

ではないかということである。

19世紀後半になると写真の時代になるが書物

で接するハプスブルグ家の人々には崇象画が多

く,日 もとを隠してしまうほどの口髭を生やして
いる。フランツ・ヨーゼフ皇帝 2の20は写真 (図 II
-16)で あるが,サ ラエボで凶弾に倒れ第一次大
戦の引き金となったフランツ・フェルディナント

大公22● は口髭を生やした肖像画 (図 I117)で

ある。面白いのはスペイン・ハプスブルグ家の血

をひくフランスのブルボン王朝最後のシャルル十

世 (1757～ 1836年)で あ る。ア ングルの 肖像
画2o)で見ると多少下唇が厚いものの王にふさわ

しい立派な顔として描かれているが,風刺画 (図
H-18)ではどの作家のものも下唇が垂れ下がり,
下顎が出て口が閉じず,大 きな鷲鼻という典型的
な「ハプスブルグ顎」に描かれている。おそらく

風刺画は誇張があるにしても,よ り実像に近いの
ではないかと思われる●。
「ハプスブルグ顎」が全欧の王家,王族に広が
つたことについては,戦 うことなく婚姻によって
支配を拡大するというハプスブルグ家の家訓が災
いしたことは上述したが, さらにはハプスブルグ

家という名家の権威 とキリス ト教世界における神
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図 11-16 晩年のフランツ・ヨーゼフ皇 ll(写真 )
口ひげで上顎が隠されてはいるが「′ヽプスブル
グ顎Jの 特徴的顔貌 :ま なさそうである。皇帝は
18歳から68年間にわたって王仕にあったが, こ
の間には近読者の次々の不吉な死があり,ア プヽス
ブルグ王朝の衰退に耐えた生涯であった。

「黄昏のウィーンJよ り

I117 大公フランツ・フェルディナント
海軍大将の衣装をつけた肖像画。

「ハプスブルグ市Ltl衰亡史Jよ り

IXI
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図 I118 シャルル十ヒの風刺画 (シ ャルロー)
カリカチュアながら「ハプスブルグ顎|が よく

表現さメ■て。ヽる。
1風刺図録のコーロッパ」より

聖ローマ皇帝の家系という高貴な血統を維持する

ための至上命令から,広 く結婚の対象を求めるこ

とができず近い血縁の間での婚姻や近親結婚を繰

り返したため,不幸にもハプスブルグ家の血統が

かえって不健康なものになったのは皮肉なことで

あった。      ヽ

常染色体性優性遺伝の特徴は性差がないこと,

各世代ごとに病者がいること,病者は1/2の 確率
で発症し次代に伝わること,健者からは病者は生

まれないなどである20。 しかし肖像画から見る限

りでは女性には「ハプスブルグ顎」がないか,あ

っても軽症で明らかに性差があり,ま た健者から

病者が生まれており常染色体性優性遺伝の理屈に

あわない点が少なくない。このことは上述したよ

うに肖像画が真を写していないことからくる矛盾

とすれば説明がつく。

ところで「ハプスブルグ症候群Jであるが, こ

れは Thompsonと Winterが下顎前突の他に厚

く垂れ下がった下唇,大 きな変形した鼻,平たい

頬骨部,下眼瞼の外反などが 3代 にわたって遺伝
している「′ヽプスブルグ顎Jに よく似た 3組の症

例を実際に経験したことから, このような遺伝性

の症候群が実在することを確信し,「ハプスブル

難波雄哉  形成外科40巻 12号

グ顎Jに見られるド顎前突症と, これに伴う顔の

特徴的所見を総称して「ハプスブルグl■候群」と

したものである2つ。

「′ヽプスブルグ顎Jの遺伝については理論的に

説明できない部分もあるが,考 えてみると13世

紀以来,ハ プスブルグ家の人々は誰一人 として

X線像や写真による計渭1を 受けた者はなく,す
べて伝記と肖像によって云々しているわけで,厳

密には非科学的な資料で科学的な評価をしている

ことになる。

まとめ

ハプスブルグ家の 600余年にわたる歴史には恋

あり,情死あり,毒殺あり,暗殺あり,断頭台の

露と消えたマリー・アントワネットありで話題11

には事欠かず,ハ プスブルグ家に関する書籍だけ

で一つの図書館ができると言われるぐらいであ

る。

本稿ではハプスブルグ家の血統をひく王族の肖

像と伝記から「ハプスブルグ顎Jを求めるととも

に,肖像がどこまで実像を忠実に伝えているかに

ついても考察した。

「ハプスブルグ顎Jの発端者については定かで

ないが現在ではハプスブルグ家の家訓もローマ皇

帝も過去のものとなった。「ハプスブルグ顎」の

血が消えることはないにしても今では下顎前突に

対する手aiも 一般化している。少なくとも「ハプ

スブルグ顎Jで生涯にわたって悩むことはなくな

ったという意味では「ハプスブルグ顎」も過去の

ものになったと言つてよい。
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ABSTRACT

IIIandibular Prognathism in the Hapsburgs

′f″お2(К7」 あヽ″,み″,MD*

The IIapsburgs 、ハァere famous royal fannilies i11

Europe frona the 13th Century untilthe 20th Celltury

and thcy repeatcdly interinarricd to preserve family

purity Consetluently they lヽFere cursed 、vitl〕 nnan‐

dibular prOgnathisnl in each generatiOn

This defect has bceil kno、 vn as“ IIapsiDurg」 aヽ71''

and is not Only mandibular prognathisnn but

iilcludes a thickening Of the lo、′er lip, pronlincnt

and iarte nose, flat malar areas alld nloderately

evcrted iOvFer eyelid

ln this paper thc author traces “Hapsbtlrg Jaゝ′''

in pOrtraits of the IIapsburg family Over several

gencrations, and collsiderS the credibility of the

pOrtraits、,hile briefly referring to gciletics

P`r。舞SSο ,´ E″′́,,々
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